
﹇
特
別
講
演
﹈ 親

鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
 

広
島
大
学

　
佐
々
木
　
勇
 

た
だ
い
ま
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
佐
々
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
全
六
巻
の
完
結
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
全
書
は
、
親
鸞
聖
人
の
真
蹟
が
存
す
る
も
の
も
他
の
書
写
本
を
広
く
蒐
集
し
て
対
校
本
文
を
示
し
、
原
本
の
振
り
仮
名
ま
で
付

し
た
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
が
記
念
出
版
と
し
て
世
に
送
る
渾
身
の
六
巻
で
す
。
ま
た
、
参
照
す
べ
き
既
刊
書
籍
の
頁
数

も
付
さ
れ
て
お
り
、
各
冊
の
付
録
も
そ
れ
ぞ
れ
に
有
益
で
す
。 

本
日
は
、
そ
の
完
結
記
念
の
講
演
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
越
し
の
皆
様
、
よ
う
こ
そ
お
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。 

き
ょ
う
は
、「
親
鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
」
に
つ
い
て
話
す
よ
う
に
言
わ
れ
お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
す
。
ど
う
ぞ
お
つ
き
あ
い

下
さ
い
ま
せ
。
簡
単
な
ス
ラ
イ
ド
を
ご
覧
頂
き
な
が
ら
、
お
聞
き
い
た
だ
き
ま
す
。 
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〇
、
浄
土
真
宗
聖
典
の
特
徴
 

１
．
宗
祖
親
鸞
聖
人
自
筆
本
が
大
量
に
伝
存
す
る
 

浄
土
真
宗
聖
典
の
特
徴
を
二
点
挙
げ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

一
点
目
は
、「
宗
祖
親
鸞
聖
人
自
筆
本
が
大
量
に
伝
存
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

①
中
国
漢
文
字
音
直
読
資
料
（
西
本
願
寺
蔵
『
観
無
量
壽
経
註
・
阿
弥
陀
経
註
』
経
文
部
分
な
ど
） 

②
中
国
漢
文
訓
読
資
料
（『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
中
国
漢
文
訓
読
部
分
な
ど
） 

③
日
本
漢
文
訓
読
資
料
（『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
日
本
漢
文
部
分
な
ど
） 

④
片
仮
名
交
じ
り
漢
字
文
（『
西
方
指
南
抄
』
漢
字
中
心
部
分
な
ど
） 

⑤
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
文
（『
唯
信
抄
（
西
本
願
寺
本
）』
な
ど
） 

⑥
漢
字
交
じ
り
片
仮
名
文
（『
唯
信
鈔
文
意
（
専
修
寺
蔵
正
月
十
一
日
本
）』
な
ど
） 

⑦
片
仮
名
専
用
文
（『
三
帖
和
讃
』
な
ど
の
左
注
） 

⑧
漢
字
・
平
仮
名
交
じ
り
文
（
専
修
寺
蔵
『
唯
信
鈔
（
平
仮
名
本
）』
な
ど
） 

⑨
漢
字
交
じ
り
平
仮
名
文
（
書
簡
〈
一
・
二
・
四
・
五
・
七
・
十
一
・
十
二
〉） 

右
の
と
お
り
、
遺
文
の
種
類
も
豊
富
で
す
。 

こ
れ
と
較
べ
て
、
た
と
え
ば
法
然
聖
人
の
現
存
自
筆
本
は
、
ご
く
僅
か
で
す
。 
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２
．
親
鸞
聖
人
自
ら
、
読
み
方
を
加
点
し
て
い
る
 

二
点
目
を
お
考
え
い
た
だ
く
た
め
、
現
在
の
日
本
仏
教
宗
派
か
ら
見
て
、
宗
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
僧
の
自
筆
を
ご
覧
頂
き
ま
す
。 

（
ス
ラ
イ
ド
映
写
）
空
海
・
最
澄
・
法
然
・
道
元
・
日
蓮
・
親
鸞
聖
人
で
す
。
い
か
が
で
す
か
？
　
も
う
一
度
、
ご
覧
下
さ
い
。
空

海
・
最
澄
・
法
然
・
道
元
・
日
蓮
・
親
鸞
聖
人
で
す
。 

そ
う
で
す
。
お
声
が
聞
こ
え
た
と
お
り
、
親
鸞
聖
人
の
自
筆
本
に
は
、
読
み
を
示
し
た
聖
人
御
自
筆
の
書
き
入
れ
が
ご
ざ
い
ま
す
。

お
手
元
の
資
料
に
は
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、
通
称
に
従
い
、『
教
行
信
証
』
と
す
る
）
の
「
本
願
ノ

欲
生
心
成
就
ノ

文

經
ニ

言
マ
ハ
ク

」（『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
217
頁
）
前
後
の
画
像
を
載
せ
て
お
り
ま
す
。
親
鸞
聖
人
加
点
の
詳
し
い
訓
点
が
有
り
ま
す
。 

本
日
は
、
こ
の
聖
人
ご
自
身
の
訓
点
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
「
親
鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
」
に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
し
ま
す
。 

「
親
鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
」
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
前
提
と
し
て
、
お
話
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
二
点
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
、
物
語
の
こ
と
ば
と
訓
読
の
こ
と
ば
 

そ
の
一
つ
目
は
、
同
時
代
の
こ
と
ば
も
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
讀
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
一
九
六
三
年
、
東
京
大
學
出
版
會
）
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
、
物
語

の
こ
と
ば
（
和
文
語
）
と
訓
読
の
こ
と
ば
（
漢
文
訓
読
語
）
と
が
重
な
り
つ
つ
も
、
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。 そ

れ
は
、
主
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
と
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
平
安
後
期
・
院
政
期
点
と
の
語
彙
の
比
較
に
よ
る
成
果
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
次
頁
の
ご
と
き
、
使
用
語
の
相
違
が
有
り
ま
す
（『
教
行
信
証
』
の
使
用
語
も
、
対
比
さ
せ
る
）。 
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　『
源
氏
物
語
』
　
　
　
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
　
　
　
　
『
教
行
信
証
』 

　
　
　
　
　　
十
一
世
紀
初
期
　
　
　
十
一
世
紀
末
〜
十
二
世
紀
初
期
点
　
　
鎌
倉
初
中
期
点
 

﹇
動
詞
﹈
　
來く

　
　
　
　
　
　
　
　
來
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
來キ

タ
リ
テ
・
來
タ
リ
 

　
　
　
　
　
　交ま

じ
ら

ふ
・
交ま

じ

る
　
　
　
交マ

ジ

フ
・
交マ

ジ
ハ

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　交マ

シ
ワ

リ
 

﹇
副
詞
﹈
　
い
と
・
い
み
じ
く
・
　
甚ハ

ナ
ハ

ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　甚ハ

ナ
ハ

タ
シ
キ
 

　
　
　
　
　い
た
く
 

﹇
接
続
詞
﹈
　さ
れ
ど
・
さ
る
を
等
　
然シ

カ

ル
ニ
・
然シ

カ

ル
ヲ
・
然シ

カ

レ
ド
モ
等
　
　
然
ル
ニ
 

　
　
　
　
　「
さ
」
系
　
　
　
　
　
「
シ
カ
」
系
 

﹇
助
動
詞
﹈
　や
う
な
り
　
　
　
　
　
如ゴ

ト

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如ゴ

ト

シ
 

　
　
　
　
　
す
・
さ
す
　
　
　
　
　
ル
・
シ
ム
（
使
役
）・
ラ
ル
（
受
身
）
　ル
・
シ
ム
・
ラ
ル
 

『
教
行
信
証
』
は
、
経
論
釈
文
・
日
本
漢
文
（
和
化
漢
文
）
に
親
鸞
聖
人
の
訓
読
を
示
す
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、『
源
氏

物
語
』
で
は
な
く
、『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
の
訓
読
の
こ
と
ば
に
一
致
し
ま
す
。 

『
西
方
指
南
抄
』
に
も
、「
來キ

タ
リ
」「
ハ
ナ
ハ
タ
」「
シ
カ
ル
ニ
・
シ
カ
ル
ヲ
・
シ
カ
レ
ト
モ
」「
コ
ト
シ
」「
ル
・
シ
ム
・
ラ
ル
」
な

ど
、
訓
読
の
こ
と
ば
を
用
い
ま
す
。
一
部
、
挙
例
し
ま
す
（
以
下
、
親
鸞
聖
人
自
筆
本
の
用
例
は
振
り
仮
名
・
訓
点
の
多
く
を
省
略

し
、
所
在
は
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
の
頁
数
と
行
数
と
で
示
す
）。 

愚
癡
ノ
ト
モ
カ
ラ
ハ
・
ハ
ナ
ハ
タ
・
オ
ホ
シ
・（『
西
方
指
南
抄
』
一
六
五
頁
４
行
目
） 

ハ
ナ
ハ
タ
・
モ
テ
・
貴
ト
ス
・（
二
八
五
１
）
な
ど
、「
ハ
ナ
ハ
タ
」
全
七
例
。 
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シ
カ
ル
ニ
・
阿
彌
陀
如
来
・
大
光
明
ヲ
・
ハ
ナ
チ
テ
・
行
者
ノ
マ
ヘ
ニ
・
現
シ
・
タ
マ
フ
ト
キ
（
二
八
６
） 

シ
カ
ル
ヲ
・
五
逆
ノ
罪
人
・
ソ
ノ
ツ
ミ
・
オ
モ
キ
ニ
ヨ
リ
テ
・（
二
一
４
） 

シ
カ
レ
ト
モ
・
モ
シ
・
雙
卷
經
ニ
・
ツ
イ
テ
・
證
誠
セ
ハ
（
三
〇
６
） 

須
彌
山
ノ
コ
ト
シ
・（
一
二
４
）　
　
閻
浮
檀
金
ノ
・
イ
ロ
ノ
コ
ト
シ
ト
イ
ヘ
リ
・（
一
三
４
）
等
。 

し
か
し
、『
西
方
指
南
抄
』
に
は
、
和
文
の
こ
と
ば
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
数
例
を
挙
げ
ま
す
。 

龍リ
ウ

女ニ
ヨ

ノ
・
ホ
カ
・
イ
ト
・
ア
リ
カ
タ
シ
・（
七
三
〇
２
） 

五
十
六
億
・
七
千
万
歳
・
イ
ト
・
マ
チ
ト
オ
ナ
リ
・（
七
六
四
５
） 

往
生
オ
モ
・
タ
ス
ケ
・
候
ハ
ヽ
コ
ソ
ハ
・
イ
ミ
シ
ク
モ
・
候
ハ
メ
・（
六
一
〇
２
） 

イ
ミ
シ
キ
・
經
論
・
聖
教
ノ
・
智
者
ト
・
イ
ヱ
ト
モ
・（
七
七
二
６
） 

人
ニ
・
ム
カ
ヒ
テ
・
イ
タ
ク
・
シ
ヰ
テ
・
オ
ホ
セ
ラ
ル
ヽ
事
・
候
マ
シ
・（
九
一
二
４
） 

サ
レ
ト
モ
・
法
華
經
ニ
ハ
・
即
往
安
樂
世
界
・
阿
彌
陀
佛
ト
・
イ
ヒ
・（
八
一
五
２
） 

念
佛
ノ
衆シ

ユ

生シ
ヤ
ウ

ヲ
・
攝セ

フ

取シ
ユ

シ
テ
・
ス
テ
タ
マ
ハ
ス
シ
テ
・
往
生
セ
サ
セ
タ
マ
フ
ナ
リ
・（
七
四
６
） 

衆シ
ユ

生シ
ヤ
ウ

ヲ
シ
テ
・
ワ
カ
ク
ニ
ニ
・
生ウ

マ
レ

サ
ス
ヘ
キ
・（
二
〇
八
５
） 

自
筆
書
簡
に
も
、『
西
方
指
南
抄
』
と
同
様
に
、
漢
文
訓
読
語
「
し
か
れ
は
」
以
外
に
、
和
文
語
「
さ
れ
は
こ
そ
」（
書
簡
八
）
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
は
、『
教
行
信
証
』
の
訓
読
に
は
「
訓
読
の
こ
と
ば
」
を
用
い
、『
西
方
指
南
抄
』
や
書
簡
に
は
「
物
語
の
こ
と
ば
」
を
も

用
い
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
現
存
自
筆
本
は
、『
西
方
指
南
抄
』・
書
簡
や
和
讃
で
も
、「
訓
読
の
こ
と
ば
」
の
割
合
の
ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 
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二
、
訓
読
の
こ
と
ば
に
も
変
遷
有
り
 

二
点
目
は
、「
訓
読
の
こ
と
ば
」
に
も
変
遷
が
有
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。（「
物
語
の
こ
と
ば
」
の
変
遷
に
は
本
日
は
触
れ
ま
せ

ん
。） 

「
訓
読
の
こ
と
ば
」
も
時
と
共
に
変
遷
し
た
と
い
う
事
実
は
、
主
に
左
の
二
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』 

（
一
九
六
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
。
以
下
、『
漢
研
』
と
略
す
。） 

小
林
芳
規
『
平
安
時
代
の
佛
書
に
基
づ
く
漢
文
訓
讀
史
の
研
究
』
全
十
冊
 

（
二
〇
一
一
年
〜
刊
行
中
、
汲
古
書
院
。
以
下
、『
佛
研
』
と
略
す
。） 

「
訓
読
の
こ
と
ば
」
の
変
遷
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
１
）
漢
字
の
定
訓
化
（「
過
」
ユ
ク
・
ワ
タ
ス
・
ヨ
ギ
ル
…
↓
ス
グ
。「
者
」
ヒ
ト
↓
モ
ノ
。
な
ど
） 

（
２
）
不
読
字
の
定
訓
化
（
接
続
詞
「
以
」
不
読
↓
モ
チ
テ
。
並
列
「
及
」
不
読
↓
オ
ヨ
ビ
。
な
ど
） 

（
３
）
和
訓
読
か
ら
字
音
読
へ
（「
乃
至
」
マ
デ
ニ
・
モ
・
セ
シ
モ
・
モ
ス
↓
ナ
イ
シ
。
な
ど
） 

（
４
）
副
詞
に
呼
応
す
る
読
み
添
え
語
の
統
一
・
消
失
（「
況
ヤ
…
ニ
ハ
・
ヲ
ハ
・
テ
ハ
・
ハ
ヤ
等
」
↓
「
況
ヤ
…
ヲ
ヤ
」、「
當マ

サ

ニ
…

ム
・
ベ
シ
・
ム
ト
ス
等
」
↓
「
當マ

サ

ニ
…
ベ
シ
」、「
唯タ

ヽ
（
シ
）
（
但タ

ヽ
（
シ
）
）
…
ノ
ミ
」
↓
「
唯タ

ヽ
（
シ
）
（
但タ

ヽ
（
シ
）
）」。
等
） 

（
５
）
読
み
添
え
の
助
詞
・
助
動
詞
の
消
失
・
統
一
（
添
意
の
助
詞
〈
コ
ソ
・
ゾ
・
ナ
ガ
ラ
・
ツ
ツ
・
サ
ム
・
ケ
ム
・
マ
シ
等
〉
の
消

滅
・
推
量
の
助
動
詞
の
「
ム
」「
ベ
シ
」
へ
の
統
一
） 

き
わ
め
て
簡
略
に
要
約
い
た
し
ま
す
と
、「
訓
読
の
こ
と
ば
」
は
、
時
代
と
共
に
単
純
化
・
簡
略
化
を
遂
げ
た
、
と
言
え
ま
す
。 
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三
、
同
時
代
の
訓
読
の
こ
と
ば
も
一
つ
で
は
な
い
 

「
親
鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
」
の
前
提
と
な
る
二
点
、「
同
時
代
の
こ
と
ば
も
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
」
と
「「
訓
読
の
こ
と
ば
」
に
も

変
遷
が
有
っ
た
」
と
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
皆
様
は
、
親
鸞
聖
人
が
生
き
た
時
代
の
訓
読
の
こ
と
ば
も
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
お
考
え
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
の
通
り
で
す
。 

同
時
代
の
「
訓
読
の
こ
と
ば
」
も
、
一
通
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

１
．
漢
籍
の
訓
読
と
仏
書
の
訓
読
と
の
相
違
点
 

漢
籍
の
訓
読
と
仏
書
の
訓
読
と
で
は
、
使
用
す
る
訓
読
語
や
訓
読
法
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

（
１
）
助
字
の
訓
法
（『
漢
研
』
三
四
八
頁
〜
） 

「
助
字
」
と
は
│「
漢
文
で
、
語
句
の
終
わ
り
に
つ
い
て
そ
の
語
句
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
そ
え
る
文
字
。「
矣
（
イ
）」「
乎
（
ヤ
）」
な
ど
。
置
き
字
。

虚
字
（
キ
ョ
ジ
）。
助
辞
。」 

①「
之
」│
漢
籍
は
、
不
読
。
仏
書
は
平
安
中
期
か
ら
「
コ
レ
」
と
読
む
（
平
安
初
期
ま
で
は
不
読
）。 

親
鸞
聖
人
は
、
仏
書
の
「
コ
レ
」
と
読
ん
で
い
ま
す
。 

虚
空
雖
モ

二

復
非
内
非
外
ナ
リ
ト

一

而
ト
モ

諸
ノ

衆
生
悉
皆
有
リ

二

之コ
レ

一

（『
教
行
信
証
』
四
二
四
頁
５
行
目
） 

②「
則
」│
漢
籍
は
、
不
読
（
直
前
の
字
に
「
バ
」「
テ
」「
ト
キ
ン
バ
」
を
付
す
）。 

　
　
　
仏
書
は
、「
ス
ナ
ハ
チ
」
と
読
む
。
た
だ
し
、
真
言
宗
で
は
不
読
。 
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『
教
行
信
証
』
親
鸞
聖
人
自
筆
本
で
は
、「
則

ス
ナ
ワ
チ

・
則　

　
チ

」
と
加
点
し
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
左
の
部
分
の
み
、
直
前
の
字
に
「
ト
キ
ン
バ
」
を
付
す
。 

若
シ
不
ハ
三

依
ラ
二

智
慧
ト
方
便
ト
ニ
一

菩
薩
ノ
法
則
不
コ
ト
ヲ
中

成
就
セ
上

何
以
ノ
故
ニ
若
シ
无
ク
シ
テ
二

智
慧
一

為
ニ
ス
ル
二

衆
生
　

ノ
一

時
キ
ン
ハ
則
堕
セ
ム
二

顛
倒
ニ
一

若
无
シ
テ
二

方
便
一

一
觀
ス
ル
二

法
性
ヲ
一

時
キ
ン
ハ
則
證
セ
ム
二

實
際
ヲ
一

 

（『
教
行
信
証
』
三
八
一
４
。
曇
鸞
『
無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
註
』
引
用
部
分
） 

③「
於
」│
漢
籍
は
、「
オ
イ
テ
」
ま
た
は
不
読
。
仏
書
は
、「
オ
イ
テ
」
と
「
ニ
シ
テ
」。 

親
鸞
聖
人
の
訓
点
は
、「
オ
イ
テ
」
と
「
ニ
シ
テ
」
で
す
。 

　
於

オ
イ
テ

二

雑
之
言
ニ

一

攝
入
ス

二

萬
行
ヲ

一

（
五
一
五
２
） 

　
序

ハ
シ
メ
ニ

法
蔵
菩
薩
於　

シ
テ

二

世
自
在
王
佛
ノ

所ミ
モ
ト

ニ
一

悟　
ト
ル

二

无
生
忍
ヲ

一

（
四
四
〇
３
） 

④「
而
巳
」「
耳
」│
漢
籍
は
、「
ラ
ク
…
…
耳ノ

ミ

」。
仏
書
は
、「
耳ナ

ラ
ク
ノ
ミ

」「
耳マ

ク
ノ
ミ

」 

親
鸞
聖
人
の
訓
点
は
、「
ナ
ラ
ク
ノ
ミ
」
で
す
。 

知シ
ル

者ノ

言イ
フ

二

之
ヲ

一

耳ナ
ラ
ク
ノ
ミ
ト

（
三
二
四
８
） 

⑤「
欲
」│
漢
籍
は
、「
ホ
ッ
ス
」
ま
た
は
「
オ
モ
フ
」。
仏
書
は
、「
オ
モ
フ
」「
オ
ボ
ス
（
尊
敬
）」
と
「（
ム
ト
）
ス
」。 

親
鸞
聖
人
の
訓
点
は
、
仏
書
の
訓
読
法
と
一
致
す
る
「
オ
モ
フ
」「
オ
ボ
ス
（
尊
敬
）」
と
「（
ム
ト
）
ス
」
で
す
。 

大
師
聖
人
我
今イ

マ

欲オ
モ
フ
ト

三

見
ト

二

曼
陀
羅
華
ヲ

一

（
三
〇
五
１
） 

欲オ
ホ
シ
テ
ナ
リ

五

使
メ
ム
ト

四

一
切
衆
生
ヲ
シ
テ

莫
ラ

三

不
ル
コ
ト

二

斉
歸
セ

一

（
三
四
六
５
） 

栴
檀
ノ

根
芽
漸
漸
ク

生
長
シ
テ

纔
ニ

欲ス

三

成
ム
ト

二

樹キ

ニ
一

（
六
八
２
） 
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（
２
）
実
詞
訓
の
訓
法
（『
漢
研
』
三
七
二
頁
〜
） 

①「
言
」
と
「
辞
」
と
の
訓
み
分
け
 

漢
籍
は
、「
言
」「
語
」「
話
」
│
コ
ト
、「
辞
」
│
コ
ト
バ
。
仏
書
に
は
こ
の
訓
み
分
け
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。 

親
鸞
聖
人
は
、「
言
」「
語
」「
話
」
に
「
コ
ト
」
と
も
「
コ
ト
ハ
」
と
も
加
点
し
、
訓
み
分
け
ま
せ
ん
。 

豈
ニ

可
ヘ
ム
四

得ウ

三

言コ
ト
ヲ

二

彼
ノ

箭
深
ク

毒
厲ハ

ケ
シ
カ
ラ
ム

聞
ト
モ

二

鼓
ノ

音
聲
ヲ

一

（
三
二
三
２
） 

莫
レ

三

随
コ
ト

二

邪
見
六
臣
之
言コ

ト
ハ

ニ
一

（
二
七
八
４
）　
　
菩
提
者ハ

天
竺
ノ

語コ
ト
ハ

此
ニ
ハ

稱
ス

二

道
ト

一

（
二
三
七
８
） 

是
即
定
ル

辞コ
ト
ハ

ナ
リ

（
四
九
二
６
） 

②「
モ
ロ
モ
ロ
（「
諸
」「
師
」「
衆
」）」
の
用
法
 

漢
籍
は
、「
諸
を
以
ゐ
て
」
の
よ
う
に
、「
モ
ロ
モ
ロ
ノ
人
」
の
意
味
で
、「
ヲ
・
ニ
・
ト
・
ハ
・
ノ
」
等
を
続
け
て
、「
モ
ロ
モ
ロ
」

を
広
く
用
い
て
い
ま
す
。 

仏
書
の
「
モ
ロ
モ
ロ
」
は
、「
ノ
」
を
下
接
す
る
連
体
用
法
の
み
で
、「
モ
ロ
モ
ロ
ノ
人
」
の
意
は
有
り
ま
せ
ん
。 

親
鸞
聖
人
の
訓
点
は
、「
ノ
」
を
下
接
す
る
連
体
用
法
に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
諸
ノ
」
は
、
左
の
よ
う
に
、「
モ
ロ
モ
ロ
ノ
人
」
の

意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

有
テ

二

諸
ノ

菩
薩
一

（
二
四
七
４
）　
　
十
方
ノ

諸
ノ

菩
薩
　
一
切
悉
ク

來
集
セ
ム

（
六
二
四
７
） 

③
副
詞
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」（
悉
・
咸
・
盡
・
卒
な
ど
） 

漢
籍
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」、
仏
書
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
を
用
い
ま
す
。 

親
鸞
聖
人
は
、「
コ
ト
〳
〵
ク
」
で
す
。 

安
樂
ノ

聲
聞
菩
薩
衆
人
天
智
慧
咸
コ
ト
〳
〵
ク

洞
達
セ
リ

（
三
四
六
８
） 

盡
コ
ト
〳
〵
ク

皆
逕ヘ

タ
リ

（
四
六
二
７
） 
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そ
の
他
、（
３
）
副
詞
の
呼
応
語
（『
漢
研
』
三
九
八
頁
〜
）、（
４
）
読
添
語
（『
漢
研
』
四
一
六
頁
〜
）
な
ど
は
、
す
べ
て
省
略
致

し
ま
す
。 

『
教
行
信
証
』
の
親
鸞
聖
人
自
筆
訓
点
は
、
漢
籍
の
訓
読
法
を
交
え
る
も
の
の
、
仏
書
の
訓
読
法
に
大
部
分
一
致
し
ま
す
。 

 さ
ら
に
、
同
時
代
の
「
漢
籍
の
訓
読
」
と
「
仏
書
の
訓
読
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
も
、
家
や
宗
派
・
流
派
に
よ
る
訓
法
の
相
違
が

存
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。 

２
．
漢
籍
の
訓
読
は
家
に
よ
っ
て
異
な
る
 

（
１
）
源
氏
物
語
の
漢
文
訓
読
法
は
、
菅
原
家
の
訓
法
で
あ
る
。（
紫
式
部
の
父
為
時
は
、
菅
原
文
時
の
高
弟
で
あ
っ
た
。） 

（
２
）「
所
以
」│
清
原
家
「
ユ
ヱ
」、
中
原
家
「
ユ
ヱ
ン
」。 

（
３
）
藤
原
家
│
和
訓
読
が
多
い
。
菅
原
家
│
字
音
読
が
多
い
。 

等
、
家
に
よ
る
訓
読
法
の
相
違
が
存
し
ま
し
た
（
詳
し
く
は
、『
漢
研
』
を
参
照
く
だ
さ
い
）。 

３
．
仏
書
の
訓
読
は
宗
派
・
流
派
に
よ
っ
て
異
な
る
 

（
１
）
真
言
宗
高
野
山
・
法
相
宗
興
福
寺
・
真
言
宗
仁
和
寺
・
天
台
宗
三
井
寺
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
華
経
の
訓
読
法
に
差
異
が
有
る
。

（『
佛
研
』
Ⅴ
　
第
十
一
章
　
第
三
節
　
平
安
後
期
に
お
け
る
宗
派
間
の
訓
読
法
の
差
異
） 

真
言
宗
高
野
山
│「
令シ

ム

〜
ヲ
」「
者ヒ

ト

」「
況ヤ

〜
ハ
」「
勿ナ

」「
不ヌ

」
等
の
古
訓
法
が
見
ら
れ
る
。「
及
」「
若
〜
若
〜
」
の
並
列
連
詞
を
不

読
と
す
る
古
訓
法
を
採
る
。
ま
た
、「
當マ

サ
ニ

ベ
シ

」
の
再
読
字
の
比
率
が
低
い
。 

法
相
宗
興
福
寺
│
右
の
古
訓
法
が
見
ら
れ
ず
、
並
列
連
詞
を
「
及オ

ヨ
ビ

」「
若モ

シ
ハ

〜
若モ

シ
ハ

〜
」
と
読
む
例
が
不
読
の
例
に
混
じ
る
。「
當マ

サ
ニ

ベ
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シ

」
の
再
読
字
の
比
率
も
高
い
。 

真
言
宗
仁
和
寺
│
並
列
連
詞
を
「
及オ

ヨ
ビ

」「
若モ

シ
ハ

〜
若モ

シ
ハ

〜
」
と
読
む
例
が
多
い
。
し
か
し
、「
當マ

サ
ニ

ベ
シ

」
の
再
読
字
の
比
率
は
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
。 

天
台
宗
三
井
寺
│「
者モ

ノ

」
が
多
用
さ
れ
「
者ヒ

ト

」
を
交
え
、「
及
」
は
不
読
が
基
本
で
あ
り
「
及マ

デ
ニ

」
も
見
ら
れ
る
。 

（
２
）
平
安
後
期
の
比
叡
山
で
は
、
諸
種
の
ヲ
コ
ト
点
法
が
行
な
わ
れ
た
。
仁
都
波
迦
点
・
寶
幢
院
点
・
池
上
阿
闍
梨
点
・
天
仁
波
流

点
・
天
尓
波
留
点
（
別
流
）
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
法
に
は
、
小
異
が
有
る
。 

（
３
）
平
安
後
期
（
一
〇
〇
一
〜
一
〇
八
六
）
の
間
に
も
訓
法
の
変
遷
が
あ
り
、
宗
派
・
流
派
ご
と
に
新
訓
法
に
移
行
し
、
宗
派
・
流

派
相
互
の
交
流
・
影
響
が
存
し
た
。 

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
詳
し
く
は
、『
佛
研
』
を
ご
覧
下
さ
い
。 

四
、
親
鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
法
 

１
．
日
本
の
漢
文
訓
読
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
 

で
は
、
親
鸞
聖
人
の
訓
読
の
こ
と
ば
・
訓
読
法
は
、
日
本
に
お
け
る
漢
文
訓
読
史
上
に
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。 親

鸞
聖
人
の
訓
読
法
は
、
次
の
点
な
ど
か
ら
、
日
本
漢
文
訓
読
史
上
の
「
単
純
化
・
簡
略
化
」
を
先
取
り
し
て
い
る
、
と
言
え
ま

す
。 　

①
平
安
時
代
で
は
漢
籍
・
仏
書
と
も
置
字
で
あ
り
不
読
と
さ
れ
た
「
也
」
を
、「
ナ
リ
」・「
ヤ
」（
疑
問
文
）
と
必
ず
訓
じ
て
い

る
。 
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②「
而
」
を
、
順
接
「
テ
」「
シ
テ
」、
逆
接
「
シ
カ
ル
ニ
」
と
し
て
、
読
み
分
け
る
。 

③
名
詞
以
外
の
「
者
」
を
「
ハ
」「
バ
」
の
固
定
訓
と
し
、
不
読
と
し
な
い
。 

他
の
具
体
例
は
、
省
略
致
し
ま
す
。 

２
．
親
鸞
聖
人
が
使
用
し
た
声
点
 

濁
音
表
示
の
中
心
的
方
法
で
あ
っ
た
「
濁
声
点
」
の
形
式
に
諸
種
が
あ
り
、
宗
派
・
流
派
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
時
代
が

あ
り
ま
し
た
（『
漢
研
』
第
五
章
第
五
節
、
参
照
）。 

親
鸞
聖
人
が
生
き
た
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
濁
声
点
使
用
の
実
態
は
、
左
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
濁
声
点
○○

形
式
│
清
原
家
・
菅
原
家
・
真
言
宗
│
清
濁
を
比
較
的
よ
く
区
別
す
る
。 

濁
声
点
○─

形
式
│
藤
原
家
・
中
原
家
・
天
台
宗
│
清
濁
を
あ
ま
り
区
別
し
な
い
。 

（
佐
々
木
勇
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
本
漢
音
の
研
究
』（
二
〇
〇
九
年
、
汲
古
書
院
）
第
三
部
第
七
章
　
濁
声
点
の
加
点

率
に
見
ら
れ
る
位
相
差
、
参
照
） 

親
鸞
聖
人
は
、
天
台
宗
か
ら
起
こ
っ
た
「
○─

」「
－
」
の
濁
声
点
を
用
い
な
が
ら
も
、
声
点
に
よ
っ
て
清
濁
を
厳
密
に
区
別
し
て
い

ま
す
。 

 親
鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
法
は
、
日
本
漢
文
訓
読
史
上
の
「
単
純
化
・
簡
略
化
」
を
先
行
し
て
い
ま
し
た
。 

一
方
、
濁
音
は
詳
し
く
区
別
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
両
者
は
、
一
見
、
相
反
す
る
こ
と
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
親
鸞
聖
人
の
読
者
へ
の
配
慮
、
す
な
わ
ち
、「
わ
か
り
や
す
さ
・
理
解
し
や
す
さ
」
の
追
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求
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

五
、
親
鸞
聖
人
の
こ
と
ば
 

１
．
親
鸞
聖
人
の
経
文
解
釈
 

親
鸞
聖
人
の
漢
文
訓
読
法
に
は
、
通
常
と
は
異
な
る
読
み
が
あ
る
、
あ
る
い
は
、
自
ら
の
解
釈
を
示
す
た
め
の
強
引
な
訓
読
で
あ

る
、
と
い
う
類
の
指
摘
が
早
く
か
ら
ご
ざ
い
ま
す
。 

左
に
、
そ
の
中
で
、
比
較
的
新
し
い
も
の
を
引
用
い
た
し
ま
す
。 

諸
有
衆
生
、
聞
其
名
號
、
信
心
歡
喜
、
乃
至
一
念
、
至
心
廻
向
、
願
生
彼
國
、
即
得
往
生
、
住
不
退
轉
、
唯
除
五
逆
誹
謗
正

法
。 

こ
れ
を
親
鸞
は
、
次
の
よ
う
に
読
ん
で
い
ま
す
。 

末
木
注
）『
教
行
信
証
』
信
巻
。
別
の
箇
所
で
は
「
至
心
に
廻
向
せ
し
め
し
た
ま
へ
り
」
と
も
読
ん
で
い
る
が
、
阿
弥
陀

仏
の
側
が
主
体
に
な
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。 

あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
其そ

の
名
号

み
や
う
が
う

を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
む
こ
と
、
乃
至

な
い
し

一
念
せ
む
。
至
心
に
廻ゑ

向か
う

し
た
ま
へ
り
。
…
…
 

こ
こ
で
、「
廻
向
し
た
ま
へ
り
」
と
敬
語
に
読
ん
だ
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
衆
生
の
行
為
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
側
の
行
為
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
が
廻
向
し
て
下
さ
っ
た
、
と
い
う
の
で

す
。（
以
下
、
略
）。 

と
こ
ろ
が
、
も
と
の
文
そ
の
も
の
で
は
、
到
底
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
至
心
廻
向
」
の
主
語
は
あ
く

ま
で
「
諸
有
衆
生
」
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
親
鸞
の
解
釈
は
あ
ま
り
に
強
引
で
す
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
に
な
っ
た
の
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は
、
訓
読
に
よ
っ
て
、
漢
文
が
漢
文
と
し
て
の
文
脈
を
解
体
さ
れ
、
日
本
語
の
文
脈
の
な
か
で
自
由
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

（
末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
史
　
思
想
史
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
新
潮
社
、
一
九
九
二
年
。
一
九
九
六
年
に
新
潮
文
庫
（
す

-13-1）
に
入
る
。
引
用
は
、
新
潮
文
庫
本
352
・
353
頁
に
依
る
）。 

末
木
が
引
用
し
た
の
は
、
左
の
一
部
分
で
す
（『
無
量
壽
経
』
本
文
は
、
巻
下
・
巻
頭
近
く
。
大
正
新
修
大
蔵
経
で
は
、

T0360_.12.0272b11に
当
た
る
。〈
　
〉
内
は
割
書
）。 

大
經
ニ
言
ク

ノ
タ
マ
ハ

　
諸
有

ア
ラ
ユ
ル

衆
生
聞
テ
二

其
ノ
名
号
ヲ
一

信
心
歓
喜
セ
ム
コ
ト
乃
至
一
念
セ
ム
至
心
廻
向
シ
タ
マ
ヘ
リ
願
ス
レ
ハ
三

生
ト
二

彼

ノ
國
ニ
一

即
得エ
二

往
生
ヲ
一

住
セ
ム
ト
二

不
退
轉
ニ
一

（『
教
行
信
証
』
二
三
一
７
） 

末
木
注
に
「
別
の
箇
所
で
は
「
至
心
に
廻
向
せ
し
め
し
た
ま
へ
り
」
と
も
読
ん
で
い
る
」
と
有
る
の
は
、
次
の
箇
所
で
す
。 

本
願
成
就
ノ
文
經
ニ
言
ク
諸
＿
有

ア
ラ
ユ
ル

衆
生
聞
テ
二

其
ノ
名
号
ヲ
一

信
心
歓
喜
セ
ム
コ
ト
乃
至
一
念
セ
ム
至
心
ニ
回
向
セ
シ
メ
タ
マ
ヘ

リ
・
願
セ
ハ
三

生
ト
二

彼
國
ニ
一

即
得エ
二

往
生
ヲ
一

住
セ
ム
二

不
退
轉
ニ
一

　
唯
除
ク
ト
二

五
逆
ト
誹
謗
正
法
ト
オ
ハ
一

〈
已
上
〉（
一
六
三

４
） 

「
シ
タ
マ
ヘ
リ
」
の
例
は
、
別
に
も
う
一
例
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
願
ノ
欲
生
心
成
就
ノ
文
經
ニ
言
ク

マ
ハ

　
至
心
廻
向
シ
タ
マ
ヘ
リ
願
ハ
三

生
ト
二

彼
ノ
國
ニ
一

即
得エ
二

往
生
ヲ
住
セ
ム
ト
二

不
退
轉
ニ
一

唯

除
ク
ト
二

五
逆
ト
誹
謗
正
法
ト
ヲ
一

〈
已
上
〉（
二
一
七
３
） 

親
鸞
聖
人
は
、
他
の
聖
教
で
も
、「
廻
向
セ
シ
メ
タ
マ
ヘ
リ
」「
廻
向
シ
タ
マ
ヘ
リ
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
読
法
は
、
徹
底
し
て

い
ま
す
。 

具
体
例
を
挙
げ
ま
す
。 

　
○
ソ
ノ
中
ニ
・
コ
ノ
念
佛
往
生
ノ
・
願
成
就
ノ
文
ニ
・
イ
ハ
ク
・
諸
│
有
衆
生
・
聞
二

其
名
号
一

・
信
心
歓
喜
・
乃
至
一
念
・
至
心
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廻
向

ヱ
カ
ウ
セ
シ
メ
タ
マ
ヘ
リ

・
願
三

生
二

彼
國
一

・（『
西
方
指
南
抄
』
一
六
八
６
） 

　
○
本
願
成
就
ノ
文
經
ニ
言
ク

マ
ハ

　
諸
有

ア
ラ
ユ
ル

衆
生
聞キ

ヽ

テ
二

其
ノ
名
號
ヲ
一

信
心
歡
喜
シ
テ
乃
至
一
念
セ
ム
至
心
ニ
迴
向
シ
タ
マ
ヘ
リ
（『
淨
土

三
經
徃
生
文
類
（
略
本
）』
九
２
） 

　
○
諸
有
ノ

衆
生
・
聞
テ

二

其
レ

名
号
ヲ

一

信
心
歡
喜
セ
ム
コ
ト

乃
至
一
念
セ
ム

至
心
迴
向
シ
タ　
マ
ヘ　
リ　
（『
浄
土
論
註
』
巻
上
・
一
〇
五
４
） 

　
○
至シ

心シ
ム

廻ヱ

向カ
ウ

ト
・
イ
フ
ハ
・
至
心
ハ
・
眞
實
ト
・
イ
フ
コ
ト
ハ
ナ
リ
・
眞
實
ハ
・
阿
彌
陀
如
來
ノ
・
御
コ
ヽ
ロ
ナ
リ
・
廻ヱ

向カ
ウ

ハ
・
本

願
ノ
・
名
号
ヲ
・
モ
テ
・
十
方
ノ
衆
生
ニ
・
ア
タ
ヘ
タ
マ
フ
・
御
ノ
リ
ナ
リ
・
願
生
彼
國
ト
・
イ
フ
ハ
・
願
生
ハ
・
ヨ
ロ
ツ
ノ
・

衆
生
・
本
願
ノ
・
報
土
ヘ
・
ム
マ
レ
ム
ト
・
ネ
カ
ヘ
ト
ナ
リ
・
彼
國
ハ
・
カ
ノ
ク
ニ
ト
イ
フ
・
安
樂
國
ヲ
・
オ
シ
ヘ
・
タ
マ
ヘ
ル

ナ
リ
・（『
一
念
多
念
文
意
』
一
〇
３
） 

　
○
至
心
廻
向
欲
生
ト
　
十
方
衆
生
ヲ
方
便
シ
　
名
号
ノ
真
門
ヒ
ラ
キ
テ
ソ
　
不
果
遂
者
ト
願
シ
ケ
ル
（『
浄
土
和
讃
』
七
六
２
） 

「
至
心
廻
向
」
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
衆
生
に
「
ア
タ
ヘ
タ
マ
フ
」
も
の
、
と
す
る
解
釈
で
す
。 

顕
智
書
写
本
『
浄
土
和
讃
』
で
は
、「
至
心
廻
向
欲
生
」
に
「
ア
ミ
タ
ニ
ヨ
ラ
イ
ノ
オ
ム
ス
ヽ
メ
ナ
リ
　
ム
マ
レ
ム
ト
　
オ
モ
フ
シ

ユ
シ
ヤ
ウ
ノ
　
コ
ヽ
ロ
サ
シ
ヲ
　
ス
ヽ
メ
タ
マ
フ
　
チ
カ
ヒ
也
」
の
左
注
が
有
り
ま
す
。 

２
．
右
の
解
釈
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
 

こ
の
親
鸞
聖
人
の
「
至
心
廻
向
」
の
解
釈
は
、
ど
こ
か
か
ら
学
ん
だ
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
、
経
文
解
釈
の
歴
史
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。 

親
鸞
聖
人
の
師
で
あ
る
法
然
房
源
空
の
解
釈
を
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
初
に
お
話
し
し
た
と
お
り
、
師
・
法
然
に

は
自
筆
本
・
加
点
本
が
少
な
く
、
法
然
の
「
至
心
迴
向
」
の
訓
読
法
は
、
不
明
で
す
。 

た
だ
し
、
法
然
の
語
録
で
あ
る
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』（
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
・
元
亨
版
）
に
、「
修し

ゆ

行き
や
う

を
衆し

ゆ

生し
や
う

に
迴ゑ

向か
う

し
給
ふ
」
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と
す
る
、
左
の
箇
所
が
存
し
ま
す
。 

彌み

陀た

如に
よ

來ら
い

は
因い

ん

位い

の
時と

き

も
は
ら
わ
か
名み

や
う

号か
う

を
念ね

ん

せ
ん
も
の
を
む
か
え
ん
と
ち
か
ひ
給
ひ
て
兆て

う

載さ
い

永や
う

劫こ
う

の
修し

ゆ

行き
や
う

を
衆し

ゆ

生し
や
う

に
迴ゑ

向か
う

し
給
ふ
　
濁ち

よ
く

世せ

の
わ
れ
ら
か
依え

怙こ

末ま
つ

代た
い

の
衆し

ゆ

生し
や
う

の
出し

ゆ
つ

離り

こ
れ
に
あ
ら
す
は
な
に
を
か
期こ

せ
ん
や
（
一
７
オ
・
ウ
） 

し
か
し
、「
至
心
迴
向
」「
廻
向
発
願
心
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
○
一ひ

と

す
ち
に
極こ

く

樂ら
く

に
迴ゑ

向か
う

し
て
往わ

う

生し
や
う

せ
ん
と
ね
か
ふ
へ
き
也
（
二
78
ウ
） 

　
○
三
に
迴ゑ

向か
う

發ほ
つ

願く
わ
ん

心し
ん

と
い
は
善せ

ん

導た
う

こ
れ
を
釋し

や
く

し
て
の
給
は
く
過く

わ

去こ

お
よ
ひ
今こ

ん

生し
や
う

の
身し

ん

口く

意い

業こ
う

に
修し

ゆ

□
る
と
こ
ろ
の
世せ

出

　
　
﹇
し
ゆ
つ
﹈
世せ

の

善せ
ん

根こ
ん

お
よ
ひ
他た

の
身し

ん

口く

意い

業こ
う

に
修

　
﹇
し
﹈
ゆ

す
る
と
こ
ろ
の
世せ

出し
ゆ
つ

世せ

の
善せ

ん

根こ
ん

を
隨す

い

喜き

し
て
こ
の
自し

他た

所し
よ

修し
ゆ

の
善せ

ん

根こ
ん

を
も
て
こ
と
〳
〵
く

眞し
ん

實し
つ

深し
ん

心〳
〵

の
中な

か

に
迴ゑ

向か
う

し
て
か
の
く
に
に
む
ま
れ
ん
と
ね
か
ふ
也
か
る
か
ゆ
へ
に
迴ゑ

向か
う

發ほ
つ

願く
わ
ん

心し
ん

と
な
つ
く
る
也
又
迴ゑ

向か
う

發ほ
つ

願く
わ
ん

し

て
む
ま
る
と
い
は
か
な
ら
す
決け

つ

定ち
や
う

し
て
眞し

ん

實し
ち

心し
ん

の
中な

か

に
迴ゑ

向か
う

し
て
む
ま
る
ヽ
事
を
う
る
思
ひ
を
な
つ
く
る
也
（
二
77
オ
・
ウ
） 

　
○
善せ

ん

導た
う

も
迴ゑ

向か
う

し
て
む
ま
る
へ
し
と
い
へ
と
も
も
ろ
〳
〵
の
疎そ

雜さ
う

の
行き

や
う

と
な
つ
く
と
こ
そ
は
お
ほ
せ
ら
れ
た
れ
（
三
26
ウ
） 

　
○
熊く

ま

谷か
へ

の
入に

う

道た
う

へ
つ
か
は
す
御
返
事
 

い
ま
よ
り
は
一
念ね

ん

も
の
こ
さ
す
こ
と
〳
〵
く
そ
の
往わ

う

生し
や
う

の
御
た
す
け
に
な
さ
ん
と
こ
そ
迴ゑ

向か
う

し
ま
い
ら
せ
候
は
ん
す
れ
は
、
か

ま
へ
て
〳
〵
お
ほ
し
め
す
さ
ま
に
遂と

け

さ
せ
ま
い
ら
せ
候
は
ヽ
や
と
こ
そ
は
ふ
か
く
念ね

ん

し
ま
い
ら
せ
候
へ
（
四
41
オ
） 

現
存
す
る
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
が
法
然
聖
人
の
言
葉
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
法
然
聖
人
は
、「
阿
弥
陀
如
来
が
廻
向

し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
は
解
釈
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
至
心
に
廻
向
し
た
ま
へ
り
」
の
訓
読
法
は
、
親
鸞
聖
人
が
考
え
出
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

３
．
親
鸞
聖
人
の
こ
と
ば
 

わ
れ
わ
れ
は
、
親
鸞
聖
人
の
「
こ
と
ば
」
を
直
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
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こ
れ
は
、
世
界
の
宗
教
・
日
本
仏
教
の
諸
宗
派
中
、
希
有
な
こ
と
で
す
。 

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
は
、
親
鸞
聖
人
の
「
こ
と
ば
」
を
そ
の
ま
ま
に
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
編
集
方
針
の
も
と
、
聖
人
自
筆

本
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
諸
本
を
博
捜
し
、
対
校
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
親
鸞
聖
人
の
思
想
を
育
ん
だ
背
景
を
も
知
る
べ
く
、
本
日
引
用
い
た
し
ま
し
た
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
を
は
じ
め
と
す
る
法

然
関
係
諸
本
お
よ
び
系
図
等
を
、
第
六
巻
の
補
遺
篇
に
収
載
し
て
い
ま
す
。 

全
六
巻
は
、
熟
慮
の
上
に
構
成
さ
れ
た
、
充
実
の
内
容
で
す
。 

親
鸞
聖
人
750
回
大
遠
忌
法
要
を
機
に
、
最
新
の
学
術
成
果
に
裏
づ
け
ら
れ
た
聖
典
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
真
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。 以

上
で
、
私
の
拙
い
話
を
終
わ
り
ま
す
。 

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
全
六
巻
の
完
結
・
出
版
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  
﹇
付
記
﹈ 

本
稿
は
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
四
日
（
水
）
に
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
親
鸞
聖
人
　

こ
と
ば
の
織
り
な
す
力
」
で
の
講
演
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

当
日
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
の
丘
山
願
海
所
長
・
満
井
秀
城
副
所
長
は
じ
め
研
究
所
の
皆
様
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
熱
心
に
お
聞
き
下
さ
っ
た
ご
参
会
の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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